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This report deals with the main research theme of Research 
Institute of Asian Design (RIAD), focusing on the cultures of 
mountain floats in Asia from design-centered approach. We 
want to make clear design technique (language) of mountain 
floats from their wide variety of forms, symbolic meanings, 
cosmology and their relationships of society and natural 
environments. 
We held this year 2nd international symposium on boat-
shaped mountain floats and motifs of sacred bird and dragon 
(or snake). Researchers from Myanmar, Thailand and Japan 
made visual presentations about the symbolic meanings and 
structures of characteristic mountain floats of their each 
country. 
We had also investigation of symbolic meanings and 
structural principles of Gunungan used in Indonesian 
shadow puppet theater, shaped just like a mountain and 
depicted Naga, sacred creatures and wide variety of tree of 
life in Jogyakarta, Indonesia. 
 RIAD got very useful insights from these activities and 
research for deep understanding about design cultures of 
Asia. 
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究者でダラン ( 人形遣い ) としても活躍されている梅
田英春氏 ( 静岡文化芸術大学 ) を招いて、研究会およ
び影絵人形芝居の公演を開催した。以下にその概要を
記す。
2. 第 2 回国際シンポジウム「送る舟 ･ 飾る船－鳥と龍
が支えるアジアの舟山車－」の開催 (2013 年 5 月 25 日 )
　シンポジウムの冒頭では、イランの生命樹の山車ナ
クル ( モジュガン・ジャハンアラ )、バリ島の葬儀山
車バデ ( ナンシー・タケヤマ ) の映像を上映した。
　その後の発表では、ミャンマー出身のゼイヤ ・ーウィ


















の タ イ ト ル
で、スリヤ ・ー
ラタナクン ( マヒドン大学 / 原稿のみ読み上げ )、ホー
ム・プロムオン ( マヒドン大学 ) の両氏がタイ南部の
チャク・プラ祭に曳きだされる舟山車について報告し
た。雨季の雨安居明けにおこなわれるこの祭礼では、
仏像を載せた舟山車の装飾にナーガ ( 龍 ) のモチーフ
が多用される。報告では、仏教説話と深い関連がある
ナーガの神話性、象徴性について言及した。さらに、




トラン氏 ( シラパコーン大学 ) は〈タイの伝統文化に
みる「鳥」と「蛇」のシンボリズム 〉において、ガルー
ダやハムサ ( 白鳥 )、ナーガなどの象徴的役割や意味
について豊富な事例を元に解説した。
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神野善治氏 ( 武蔵野美術大学 ) が民俗学的な見地から















リに用いられるもので、「グヌン ( 山 ) のようなもの」
を意味するとおり、山を象徴しているとされる。また、










の造形性とも関連する ( 写真 3)。
　科学研究費助成事業 ( 基盤研究 (B))「日本、中国に
おける聖山を象るカミ迎えの祭礼装置にみるアジアン
デザインの構造比較」の海外調査の一環として、2013 
年 8 月 26 日から 9 月 1 日にかけて、インドネシアの
ジョグジャカルタにおいて、ダラン ( 人形遣い ) とし
て活躍し、国立芸術大学で後進の指導に長年あたった
写真 3　グヌンガン 写真 4　現存最古のもの
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ジ ャ ワ の 神 秘
主 義 と の 結 び
つ き が 指 摘 さ
れ る こ と が 多
か っ た が、 バ
ン バ ン 氏 は こ
の 点 に つ い て
はあまり強調





始 め て か ら、
現在ではダラ
ン側から見るスタイルがジャワでは一般的になってい










化芸術大学 ) を招いて、研究会 (2013 年 11 月 11 日 )
とワヤン・クリの上演会 (2014 年 2 月 1 日 ) を開催した。
　バリ島のワヤン・クリの研究者でもある梅田氏は、





形をしている ( 写真 7)。表面には生命樹をはじめとし
て渦巻く紋様が満ち満ちている。樹木を意味する「カ






















でもある黄永松氏を招へいし、2013 年 11 月 26、27
日に〈「中国的デザイン」とは何か〉、〈福建「土楼」そ
の魅力〉の 2 回の講演会をビジュアルデザイン学科お
よび環境・建築デザイン学科において開催した。
6. まとめ
　2013 年度のさまざまな活動を通じて、アジアの山
車を構成する基本原理の把握、デザイン語法の追究の
ための大きな手がかりとなり、豊富な資料収集ができ
たといえる。これらを踏まえ、次年度以降は海外およ
び国内での調査を始めとして、研究成果を整理、体系
化し、本研究の全体的なまとめを検討していく。
写真 6　人形を操るダラン
写真 5　ワヤン・クリ
写真 7　バリ島のカヨナン
